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1. はじめに 
 First older reversal curve (FORC) 法は，磁性体の磁化反転に関する詳細な解析を行う上で有効な手

法の一つである 1)．Preisach モデルに従うと，FORC ダイアグラムの解析を行うことにより保磁力と

粒子間相互作用の分散の定量評価が可能である．これまでに多くの磁性体試料に対して適用がなさ

れ，Nd-Fe-B 焼結磁石に対しての報告もなされている 2)．しかしながら，その FORC ダイアグラム

の結果は，Preisach モデルが予測するものとは大きく異なり，非常に複雑な磁化過程が示唆された．

焼結磁石では，粒子サイズや形状のばらつきが大きく，これらの影響と磁化過程の影響の切り分け

は容易ではない．一方，熱間加工磁石では，c 面に平行な薄いプレート状粒子が緻密に配列した構

造を有している．本研究では，熱間加工 Nd-FeB 磁石の FORC 測定を行った結果について報告する．

Nd-Cu 拡散処理 (grain boundary diffused, GBD) と未処理 (as-hot-deformed, AHD) 試料を用いた 3)． 
2. 実験方法 
 熱間加工 Nd-FeB 磁石は 3 mm × 4 mm，厚さが 0.3 mm 程度の薄板に切り出して測定を行った．

c 面は板面に平行である．反磁界係数は回転楕円体近似で約 0.87 となる．測定には VSM を用いた

が、最大印加磁場が 2.4 T であり室温では十分に試料を飽和させることができないため，150 °C で

測定を行った． 
3. 結果と考察 
 Fig. 1 に GBD 試料の FORCs を示し，Fig. 2 (a), (b) に AHD と GBD の FORC ダイアグラムの結果

を示す．2 つの試料の保磁力は 150 °C で 0.3 T (AHD)と 0.7 T (GBD)と大きく異なるが，両者の FORC
ダイアグラムは類似したパターンが得られ，縦軸方向に大きく伸び，横軸方向の狭いものとなった．

この結果は保磁力分散が小さく，相互作用場が非常に大きいことを表している．この相互作用場は

当然ながら反磁界を含むものであり，保磁力分散と相互作用場分散を定量的に評価するため，反磁

界を平均場として扱う moving Preisach モデルを用いた解析を進めている． 
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Fig.1. FORCs of GBD magnet Fig.2. FORC diagrams of (a) AHD and, (b) GBD magnets 
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